
 

 

【プレスリリース】 ２０２３年７月１４日 

   
   

   

   

   

  

  

  

「「2200 年年後後ををデデザザイインンすするる～～高高校校生生がが考考ええるるニニッッポポンン未未来来計計画画」」  

日日本本全全国国のの高高校校生生がが地地域域のの代代表表ににななりり 22 週週間間かかけけてて「「ハハイイススククーールル国国会会」」をを開開催催  

卒卒塾塾生生はは今今年年でで 33440055 人人にに 88 月月 66 日日ににはは 2200 周周年年記記念念イイベベンントト  

選選出出さされれたた高高校校生生のの首首相相がが 2200 年年後後のの日日本本やや世世界界のの姿姿をを想想像像しし政政策策をを発発表表  

タタイイののタタノノンン・・ビビダダヤヤ元元財財務務大大臣臣とと黒黒田田東東彦彦前前日日本本銀銀行行総総裁裁がが  

「「2200 年年後後のの日日本本とと世世界界ははここううななるる～～次次世世代代リリーーダダーーがが果果たたすす役役割割」」とと題題ししてて対対談談  

    起起業業家家、、政政治治家家、、企企業業にに勤勤めめるる卒卒塾塾生生もも講講師師ととししててググロローーババルルアアリリーーナナにに戻戻っっててききまますす  

 「日本の次世代リーダー養成塾」は、一般社団法人日本経済団体連合会の十倉雅和会長を塾長に

日本だけでなく、世界に通用するリーダーの育成を目指した高校生対象の２週間のサマースクール

です。経済界や地方自治体がスクラムを組み、２００４年に開塾、今年で２０回目を迎えます。７

月２６日（水）から８月８日（火）まで、福岡県宗像市のグローバルアリーナ、佐賀県波戸岬少年

自然の家、福岡県立少年自然の家「玄海の家」で実施します。 

【全国・海外の高校生１５０人が参加します】 

全国１７都道府県と海外（マレーシア）から日本の高校生１５０人が２週間寝食を共にします。 

卒塾生は今年の参加高校生が卒塾すると３４０５人となります。日本や海外の大学や大学院に進

学した後に、社会人として外交官、国家・地方公務員、医師、教師、起業家、金融機関や商社、製

造業などの企業、政治家、国際機関や世界各地で NGO を立ち上げて、社会に貢献できる人財として

活躍しています。 

【一流講師の講義とハイスクール国会、20周年記念行事】 

塾では、日本や世界を代表する学者、経済人ら各界を代表する一流の講師が講義を行います。ま

た、2週間かけて毎日、クラス別にプロジェクト型取り組み「ハイスクール国会」を行います。今年

のテーマは「20年後をデザインする～高校生が考えるニッポン未来計画」。今の日本や世界の現状を

踏まえ、日本や世界の 20年後の姿はどうあるべきか、高校生らしい奇想天外な発想と徹底的な議論

を通じて、日本が策定すべき政策をつくります。8月 6日には最終発表を行い、投票により最もよか

った政策を打ち出したチームのリーダーが首相となります。 

選出された首相は打ち出した政策を 8月 6日(日)午前 10時から親日家として知られるタノン・ビ

ダヤ元タイ財務大臣と黒田東彦・前日本銀行総裁の前で発表します。その後、タノン氏と黒田前総

裁が「20年後の日本と世界はこうなる～次世代リーダーが果たす役割」と題し講義・対談をします。 

8 月 6 日は終日、20 周年記念行事を現役高校生の塾生に加えて卒塾生も参加して、グローバルア

リーナ内の武道場で行います。午後には、起業家の草分け的存在の滝久雄・ぐるなび会長と卒塾生

の起業家 2人が「20年後の日本に夢を描く～起業家からの提言」と題して、小林洋子・JAXA監事と

企業の広報ウーマンとリーダー塾初の政治家の卒塾生 2人が「女性が変える 20年後の世界」と題し
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てパネルディスカッションを行います。（20周年記念行事詳細は別紙） 

この他期間中、明石康・元国連事務次長、村田慎二郎・国境なき医師団事務局長、スーダンで医

療活動をする川原尚行・認定 NPO 法人ロシナンテス理事長、ウィズコロナの考え方を打ち立てた山

本太郎・長崎大学熱帯医学研究所国際保健学分野教授、国際関係学のエキスパート佐橋亮・東京大

学東京文化研究所准教授ら経済人、学者、知事、芸術家ら日本を代表する 31人の講師が講義をしま

す。（講師一覧は別紙） 

また、8月 5日午後、福岡県少年自然の家「玄海の家」では、社会人になった卒塾生がキャリア教

育を塾生に行います。 

【AFS高校留学生交流】 

7月 29日(土)から 8月 1日(火)にかけて、全世界の高校生を対象とした交換留学団体（公財）AFS

日本協会で約１年間、九州・山口の高校で学んでいる留学生たちが参加。ハイスクール国会で留学

生から見た日本についてディスカッションをします。 

【フィールドトリップ】 

＊佐賀県立名護屋城博物館を見学（7月 30日） 

佐賀県立名護屋城博物館では、宮崎博司・同博物館学芸課長に「肥前名護屋城と名護屋城博物館」

と題して講義していただいた上で、日本と朝鮮半島のこれまでの歴史に関する貴重な資料を見学す

ることで、日本と朝鮮半島がどのような歴史を歩んできたのかを学びます。 

関連したテーマの講師として、映画プロデューサーの李鳳宇氏が「映画で日本の将来を考えよう」

を、薩摩焼十五代沈壽官氏が、「伝統を守り現代を表現する」と題して講義します。 

＊宗像大社見学（8月 1日） 

２０１７年７月に世界遺産登録が決定した「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」の中心とな

る宗像大社辺津宮（総社）を訪れ、神宝館で世界遺産である沖ノ島で発掘された国宝（8万点の一部）

などを見学します。 

＊北九州市で(株)安川電機と北九州市環境ミュージアムを見学（8月１日） 

安川電機本社にあるロボット村で、世界最先端のロボットのミュージアム「みらい館」と製造現

場を見学します。 

北九州市地球環境ミュージアムでは、北九州市の公害克服の歴史から環境への取り組みを見学し、 

網岡健司・八幡東田まちづくり連絡協議会会長が講義をします。 

＊宗像市の海岸でゴミを拾うビーチクリーン（8月 5日午前） 

 海岸でゴミ拾いを行い、拾ったゴミで環境問題に警鐘を鳴らすアート作品に挑戦します。 

【報道に関する連絡先】 

日本の次世代リーダー養成塾専務理事・事務局長の加藤暁子の携帯番号までお願いします。  

０９０－１１１３－３９１４です。 

【添付資料】 

1. 事業概要 

2. 講師・講義タイトル 

3. リーダー塾 20周年記念行事＠グローバルアリーナ（8月 6日） 

4. カリキュラム表 

5. ハイスクール国会 

6. 主催者からのメッセージと役員等名簿 

7. 塾生概要 

8. 塾生高校一覧 



 

第 20回日本の次世代リーダー養成塾講師一覧と講義タイトル 
 
 
 

1. 明石 康 ／ 元国連事務次長、(公財)国立京都国際会館理事長 

「世界の中の日本―もっと外に開く国に」 

“Japan in the world-towards a more open,dynamic country” 

2. 芦川 泰彰 ／ (株)ロボカル代表取締役社長 

 「20年後の日本に夢を描く～起業家からの提言」 

3. 葦津 敬之 ／ 宗像大社宮司 

「宗像の世界遺産への取り組みと環境問題」 

4. 網岡 健司 ／ 八幡東田まちづくり連絡協議会会長、NPO法人里山を考える会理事 

 「世界進化遺産 八幡東田ものがたり」 

5. 稲冨 幹也 ／ エムスタイルジャパン(株)代表取締役社長 

 「ツバメの巣で世界を変える」 

6. 井口 剛志 ／ (株)ベンナーズ代表取締役社長 

 「20年後の日本に夢を描く～起業家からの提言」 

7. 柿田 富美枝 ／（一財）長崎原爆被災者協議会事務局長 

 「被爆二世からのメッセージ」 

8. 笠谷 和比古 ／ 国際日本文化研究センター名誉教授 

 「徳川家康の政治理念」 

9. 川勝 平太／静岡県知事 

 「富士山と天皇」 

10. 川原 尚行 ／ 認定 NPO法人ロシナンテス理事長 

「究極の医療とは？～内戦のスーダンで考える～」 

11. 岸本 周平 ／ 和歌山県知事 

「20年後の日本とあなたとふるさとの未来」 

12. 黒田 東彦 ／ 前日本銀行総裁、 

「20年後の日本と世界はこうなる～次世代リーダーが果たす役割」 

13. 小手川 強二 ／ フンドーキン醤油(株)代表取締役社長 

「発酵食品が繋ぐ国際化」 

 



 

14. 小林 洋子 ／ 宇宙航空研究開発機構(JAXA)監事、三菱 UFJ信託銀行(株)社外取締役監     

査等委員、(株)大林組社外取締役 

 「女性が変える 20年後の世界」 

15. 榊原 英資 ／ (一財)インド経済研究所理事長、元財務省財務官 

「アジア通貨危機」 

16. 佐々木 久美子 ／ (株)グルーヴノーツ代表取締役会長 

「高校生が知っておくべきテクノロジーのインパクト」 

17. 佐橋 亮 ／ 東京大学東洋文化研究所准教授 

 「世界の人々の平和と繁栄をどうすれば実現できるのか？」 

18. 崎山 佐穂 ／ 福岡県篠栗町議会議員 

 「女性が変える 20年後の世界」 

19. 柴田 春奈 ／ ロート製薬(株)広報・CSV推進部、(一社)VENTURE FOR JAPAN 

 「女性が変える 20年後の世界」 

20. 滝 久雄 ／ (株)ぐるなび取締役会長・創業者、(株)ＮＫＢ取締役会長・創業者 

「20年後の日本に夢を描く～起業家からの提言」 

21. タノン・ビダヤ ／ タイ元財務大臣  

 「20年後の日本と世界はこうなる～次世代リーダーが果たす役割」 

22. 沈 壽官 ／ 薩摩焼 15代 

 「伝統を守り現代を表現する」 

23. 中山 真 ／ 日本経済新聞社 NIKKEI ASIA編集長 

 「ニュースを伝える文章の力」 

24. 宮川 眞喜雄 ／ 前内閣国家安全保障局国家安全保障参与 

「歴史を読め。科学を学べ。危機を予知し、皆を率いて対処せよ。 

日本のために、そして我々のアジアのために」 

25. 宮崎 博司 ／ 佐賀県立名護屋城博物館学芸課長 

「肥前名護屋城と名護屋城博物館」 

26. 村岡 浩司 ／ (株)一平ホールディングス代表取締役社長 

「ローカルからの新しい価値を生み出そう」 

27. 村田 慎二郎 ／ 国境なき医師団（MSF:Medecins Sans Frontieres）日本事務局長 

「Leadership is not a Position. Leadership is an Action」 



 

28. 山口 祥義 ／ 佐賀県知事 

「未来につなぐ君たちへ今伝えたいこと」 

29. 山本 太郎 ／ 長崎大学熱帯医学研究所国際保健学分野教授 

「With コロナ～新たな社会の見取り図」 

30. 李 鳳宇 ／ (株)マンシーズエンターテインメント代表、日本大学芸術学部客員講師 

「映画で日本の将来を考えよう」 

31. 加藤 暁子 ／ 日本の次世代リーダー養成塾専務理事、(公財)AFS日本協会理事長 

「”Warm Heart Cool Head”で激動の時代を切り拓くリーダーに」 

（敬称略・五十音順） 



日本の次世代リーダー養成塾 20 周年記念行事＠Global Arena 

 

8 月 6 日（日）＝グローバルアリーナ武道場にて 

 

【10：00～10:10】 

ハイスクール国会最終報告 

 

【10：10～11：40】 

タノン ビダヤ・タイ元財務大臣 

黒田東彦・前日本銀行総裁 

「20 年後の日本と世界はこうなる～次世代リーダーの果たす役割」 

 

【11：40～12：00】 

塾生による 20 周年感謝の集い 

 

【12：15～13：45 】 

卒塾生参加の 20周年記念ランチ＝GA クラブ 

 

【14：00～15：30】講師と卒塾生によるパネルディスカッション 

滝久雄・ぐるなび会長 

芦川泰彰（卒塾生）・ロボカル社長 

井口剛志（卒塾生）・ベンナーズ社長 

「20 年後の日本に夢を描く～起業家からの提言」 

 

【15：45～17：15】講師と卒塾生によるパネルディスカッション 

小林洋子・宇宙航空研究開発機構（JAXA）監事、三菱UFJ信託銀行社外取締役監査等委

員、大林組社外取締役 

柴田春奈（卒塾生）・ロート製薬広報・CSV推進部、VENTURE FOR JAPAN 

崎山佐穂（卒塾生）・福岡県篠栗町議会議員 

「女性が変える 20 年後の世界」 

 

【17：30～18：30】 

中山真・Nikkei Asia 編集長 

「ニュースを伝える文章の力」 
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ハイスクール国会 2023 

 

「20年後をデザインする～高校生が考えるニッポン未来計画」 

  

リーダー塾では、2週間を通して、高校生が議論するプロジェクト型の取り組み「アジア・ハ

イスクール・サミット」を毎年開催して、政策提言を行ってきました。今年はリーダー塾誕生か

ら 20年。開塾当時の「日本の高校生を世界に雄飛させる」との原点に立ち返り、次世代を担う日

本の高校生に 20年後日本や世界がどうあるべきかをじっくり考えてもらいたいと、参加高校生に

地域の代表として国会議員になったつもりで「ハイスクール国会」を開催します。 

20年後の日本や世界はどうあってほしいか。そのために解決しないといけない課題とは何か。

その課題解決のために日本は何をすべきか、具体的な政策を考えてもらいます。塾本番の佐賀で

の行程では九州・山口の高校で学ぶ AFS交換留学生も参加します。 

 この 3年間、私たちはコロナ禍といういまだ経験したことのないウィルスとの闘いをしまし

た。貴重な中学や高校時代、やりたいことができない日々を過ごしたと思います。このほかにも

地球温暖化の影響で、洪水、台風、大地震、干ばつなど様々な天変地異が起こっています。 

 戦争と平和の問題も深刻です。ロシアによるウクライナへの軍事侵攻で国際情勢の緊張が一気

に高まり、プーチン政権は核兵器の使用までちらつかせ、多くの人々の命が奪われています。戦

争の早期解決に向けた世界各国や国際機関による働きかけが行われていますが、いまだ出口は見

えません。今年 5月には被爆地である広島で G7首脳会議が開かれたことは記憶に新しいと思い

ます。戦地はウクライナだけではありません。スーダン、アフガニスタン、シリアなど中近東や

アフリカ、アジアでもミャンマーで内戦が繰り広げられています。 

 一方、日本国内では、少子化、高齢化、貧困などの格差の問題に直面し、政府の債務は 1270兆

円と過去最大を記録し、財政状況は一段と厳しくなっています。 

 地球を取り巻く様々な問題をこれから解決するのは次世代のリーダーたちです。世界で起きて

いる問題を踏まえつつ、20 年後の日本の国の姿がどうあるべきか、想像を膨らませ、既成概念に

とらわれず、こんな国にしたい。柔らかい頭でリーダー塾ならではの奇想天外なビジョンと政策

を高校生たちが策定し発表します！ 

 

塾が始まるまでに以下の宿題を参加高校生に課しています。 

【取り組みたい課題】 

A4１枚に 20年後までにあなたが解決したいと思う課題と理由を挙げてください。 

① 自分の住んでいる地域の課題②日本の課題③世界の課題を挙げて、なぜかを書いて下さい。

課題の数はいくつでも構いません。 

【ビジョンと政策】 

A4１枚に、先の取り組みたい課題を踏まえ、20 年後の日本のビジョンと具体的な政策を文章だ

けでも、イラスト付きでもいいので思い思いに表現してください。 

 



主催者からのメッセージ 

 
 

十倉雅和  塾長（一般社団法人日本経済団体連合会会長）  

 

今、世界は行き過ぎた資本主義による格差の拡大、地球温暖化に

よる生態系の破壊、保護主義やポピュリズムの台頭による地政学リ

スクの高まり、民主主義の危機など、多くの問題が顕在化していま

す。こうした経済や社会の状況を受け、サステイナブルな資本主義

への期待が高まっています。私は、市場経済の中に社会性の視点を

入れる「ソーシャル・ポイント・オブ・ビュー」が大切であると考

えています。 

 自国だけで対応することのできない地球温暖化、パンデミックに

代表される生態系の破壊、人類が制御できなくなる恐れのある AI

などのデジタル技術に対して、今こそ、国際協調が急務です。コロ

ナ後の時代、わが国は自由・民主主義・人権・法の支配といった価

値観を共有できる国々との連携がこれまで以上に必要となります。 

 次世代のリーダーを目指す皆さんには、世界に目を向けて、地球環境問題など地球市民として

解決しないといけない課題に、切磋琢磨をして、高い志を持って、果敢にイノベーティブに挑戦

をしていただきたいと思います。まずは、塾で大いに学び、仲間と未来を語り、視野を広げ、た

くましい若きリーダーとして、将来、世界を舞台に活躍されることを心から願っています。 

 

 

「日本の次世代リーダー養成塾」役員等名簿 
（五十音順） 

塾  長 十倉 雅和／一般社団法人日本経済団体連合会会長 

塾長代理 榊原 英資／一般財団法人インド経済研究所理事長 

筆頭理事 

理  事 

服部 誠太郎／福岡県知事 

浅野 史郎／土屋総研特別研究員・元宮城県知事  

理  事 

（顧問兼務） 

麻生 渡／元全国知事会会長 

一般財団法人九州オープンイノベーションセンター最高顧問 

理  事 

理  事 

石原 進／九州旅客鉄道株式会社特別顧問 

伊豆 美沙子／福岡県宗像市長 

理  事 

理  事 

川勝 平太／静岡県知事 

岸本 周平／和歌山県知事 

理  事 

理  事 

鈴木 直道／北海道知事 

高橋 温／三井住友信託銀行株式会社名誉顧問 

理  事 

 

理  事 

滝 久雄／株式会社ぐるなび取締役会長・創業者 

     株式会社ＮＫＢ取締役会長・創業者 

達増 拓也／岩手県知事 

理  事 

理  事 

理  事 

中村 時広／愛媛県知事 

橋田 紘一／特定非営利活動法人九州・アジア経営塾理事長兼塾長 

古田 肇／岐阜県知事 

理  事 松尾 新吾／九州電力株式会社特別顧問 

理  事 

理  事 

溝上 泰弘／株式会社ミズホールディングス代表取締役会長 

宮下 宗一郎／青森県知事 

理  事 

理  事 

専務理事 

（事務局長兼務） 

宗政 寛／株式会社サニックス代表取締役社長 

山口 祥義／佐賀県知事 

加藤 暁子 

監  事                      内村 芳郎／九州電力株式会社常務執行役員             

 



○参画自治体推薦枠　123名

都道府県 人数

1 北海道 12 名

2 青森県 15 名

3 岩手県 2 名

4 静岡県 5 名

5 岐阜県 7 名

6 和歌山県 17 名

7 愛媛県 11 名

8 福岡県 35 名

9 宗像市 4 名

10 佐賀県 13 名

11 うるま市 2 名

123 名

○一般公募枠　27名

都道府県 人数

1 北海道 1 名

2 東京都 8 名

3 神奈川県 3 名

4 愛知県 2 名

5 大阪府 2 名

6 兵庫県 2 名

7 福岡県 3 名

8 宮崎県 2 名

9 鹿児島県 2 名

10 沖縄県 1 名

11 海外 1 名

27 名

第20回日本の次世代リーダー養成塾　塾生概要

塾生総数　150名　17都道府県+１か国（マレーシア）

計

計



１７都道府県＋１ヶ国（マレーシア）　１０４校

学校所在地 学校名 学校所在地 学校名

北海道登別明日中等教育学校 愛媛県立松山東高等学校

北海道岩見沢農業高等学校 愛媛県立松山南高等学校

北海道大空高等学校 愛媛県立西条高等学校

北海道夕張高等学校 愛媛県立南宇和高等学校

私立遺愛女子高等学校 福岡県立ありあけ新世高等学校

私立札幌新陽高等学校 福岡県立輝翔館中等教育学校

私立北星学園女子中学高等学校 福岡県立久留米高等学校

青森県立青森高等学校 福岡県立玄洋高等学校

青森県立青森南高等学校 福岡県立戸畑高等学校

青森県立大湊高等学校 福岡県立香住丘高等学校

青森県立七戸高等学校 福岡県立山門高等学校

青森県立八戸北高等学校 福岡県立宗像高等学校

私立青森明の星高等学校 福岡県立修猷館高等学校

私立青森山田高等学校 福岡県立小倉高等学校

私立東奥義塾高等学校 福岡県立小倉工業高等学校

私立八戸工業大学第二高等学校 福岡県立小倉商業高等学校

私立八戸聖ウルスラ学院高等学校 福岡県立筑紫丘高等学校

岩手県立葛巻高等学校 福岡県立筑前高等学校

岩手県立宮古高等学校 福岡県立八女高等学校

私立おおぞら高等学院 福岡県立八幡高等学校

私立光塩女子学院高等科 福岡県立福岡高等学校

私立成城学園高等学校 福岡県立福岡中央高等学校

私立文化学園大学杉並高等学校 福岡県立明善高等学校

私立立正大学付属立正高等学校 私立リンデンホールスクール高等部

私立桜美林高等学校 私立上智福岡高等学校

国立お茶の水女子大学附属高等学校 私立西南女学院高等学校

私立洗足学園高等学校 私立東海大学付属福岡高等学校

私立横浜雙葉高等学校 私立福岡工業大学付属城東高等学校

私立桐蔭学園高等学校 私立福岡女学院高等学校

静岡県立富士東高等学校 私立福岡雙葉高等学校

静岡県立浜松城北工業高等学校 私立明光学園高等学校

私立静岡学園高等学校 私立大牟田高等学校

私立静岡サレジオ高等学校 私立筑紫女学園高等学校

私立不二聖心女子学院高等学校 私立祐誠高等学校

岐阜県立恵那高等学校 私立敬徳高等学校

岐阜県立大垣北高等学校 私立東明館高等学校

岐阜県立可児高等学校 佐賀県立佐賀西高等学校

岐阜県立加納高等学校 佐賀県立佐賀北高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校 佐賀県立神埼高等学校

愛知県 私立海陽中等教育学校 佐賀県立致遠館高等学校

和歌山県立向陽高等学校 佐賀県立唐津西高等学校

私立開智高等学校 佐賀県立唐津東高等学校

私立近畿大学附属和歌山高等学校 佐賀県立白石高等学校

私立智辯学園和歌山高等学校 佐賀県立武雄高等学校

私立和歌山信愛高等学校 宮崎県立宮崎西高等学校

私立四天王寺高等学校 私立宮崎学園高等学校

私立初芝立命館高等学校 鹿児島県立指宿高等学校

兵庫県 私立三田学園高等学校 私立池田学園池田高等学校

愛媛県立今治西高等学校 沖縄県立球陽高等学校

愛媛県立長浜高等学校 沖縄県立美里高等学校

愛媛県立三崎高等学校 沖縄県立開邦高等学校

愛媛県立松山西中等教育学校 海外 Marlborough College Malaysia

愛媛県

愛媛県

佐賀県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

岐阜県

静岡県

神奈川県

和歌山県

大阪府
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北海道

青森県

岩手県

東京都

福岡県

 


